
図 1. LaNiO3 (15 nm)/LNMO (100 nm)薄膜

の X 線回折パターン。黒点は基板由来の

ピークを示す。 
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[はじめに] 高容量と安全性を兼ね備える全固体リチウム電池において、高いエネルギー密度の実

現を目指した研究が活発に行われている。特に、動作電圧が 5 V級の正極材料、Li(Ni0.5Mn1.5)O4 

(LNMO)の活用が検討されているが、この正極材料を採用した全固体リチウム電池では、正極と固

体電解質の間の高い界面抵抗が大きな課題である。したがって、界面抵抗の発生メカニズム解明

やその低減が強く望まれている。そこで、我々は、LNMOエピタキシャル薄膜を用いたモデル電

池を作製し、電気化学特性評価を通して界面抵抗発生メカニズムを考察することにした。 

[実験] Nbドープ SrTiO3(111)基板上に、集電体 LaNiO3、正極 LNMO、固体電解質 Li3PO4、負極 Li

を積層させた全固体薄膜電池を作製し、その電気化学特性を調べた。なお、これら一連の実験で

は一度も大気暴露せず、すべてのプロセスを超高真空下で行った。 

[結果と考察] X線回折と X線 CTR散乱の結果から、LaNiO3 (15 nm)/LNMO (100 nm)薄膜のエピタ

キシャル成長(図 1)と LNMO/Li3PO4界面の平坦性を確認した。そして、薄膜電池では、サイクリ

ックボルタンメトリー測定を行い、NiとMnの酸化還元反応に起因するピークを確認した。Liの

挿入脱離に伴う充放電も観測し(図 2)、良好な電池動作を実現した。当日は、インピーダンス測定

から算出した界面抵抗についても議論する予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. LNMOを正極とした全固体薄膜電池

における充放電曲線。模式図は作製した全

固体薄膜電池の構造。 
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